
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年度 第 2回 学校関係者アンケートの結果について(表面) 令和元年 12月 17日 
東大和市立第五中学校 

 

【分析】 
 生徒の肯定的
な回答は平成 29
年度より継続し
て増加している
が、保護者の満足
度の微減が継続
している。 

 

【分析】 
 生徒と保護者
ともに授業規律
は保たれている
ととらえている。
教員は 1 学期の
授業規律に強い
危機感があった
ことから、2学期
の取組みが深ま
ったことが考え
られる。 

 

【分析】 
 今年度から定
期考査を廃止し
て単元テストに
移行したことに
より、日常的に学
習内容の振返り
をすることが功
を奏していると
考えられる。 

 

【分析】 
 家庭学習記録
シートの提出率
が高まり、本シー
トの分析から家
庭学習の時間が
全学年で増加し
ている結果が表
れていると考え
られる。 

 

【分析】 
 道徳の時間を
要として、学校の
全ての教育活動
の中で生徒の心
の種の発芽を促
していることが
表れていると考
えらえる。 

 

【分析】 
 職場体験後の
発表会や上級学
校訪問の取組み
をとおして、生徒
に進路のめあて
が深まっている
と考えられる。 

 

【分析】 
 SNS 等のトラ
ブルが顕在化し
ている中、保護者
への啓発は深ま
りつつあるが、生
徒は問題が解決
されないととら
えていることが
考えられる。 
 

 

【分析】 
 学校では毎月
の安全指導を徹
底していること
から、生徒と教員
の肯定的な回答
が高いと考えら
れる。 

 

【分析】 
 生徒のスクー
ル･カウンセラー
や教員等への相
談が深まらない
ことが考えられ
る一方、人間関係
を測る調査では
相談を寄せるの
で、相関を分析す
る必要がある。 

 

【分析】 
 挨拶の奨励の
取組みは、教員と
家庭で共有でき
ていると考えら
れる。 

 

【分析】 
 時間を守るこ
とについて教員
と家庭共に肯定
的な回答が微減
している。2学期
の校内では、小走
りする生徒が見
かけられたので、
生活態度の振返
りが必要である。 

【グラフの見方】 
●単位 
 百分率(％) 

●グラフ上部の数値ラベル 
 肯定的な回答(A層とB層)の合計値 
 A層：「とてもそう思う」 
 B層：「どちらかといえばそう思う」 
 C層：「どちらかといえばそう思わない」 
 D層：「そう思わない」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和元年度 第 2回 学校関係者アンケートの結果について(裏面) 令和元年 12月 17日 
東大和市立第五中学校 

 

【分析】 
 校内環境が清
潔に保たれてい
ることから、肯定
的な回答が高ま
っていると考え
られる。 

 

【分析】 
 授業開始 3 分
前行動や朝礼時
の移動等、生徒の
自主的な行動が
表れていると考
えられる。 

 

【分析】 
 校内環境は肯
定的な回答が平
成29年度から継
続して微増して
いる。 

 

【分析】 
 保護者の学校
行事や学校公開
日への参加率が
高まっている。 


